
一
九
六
〇
年
一
一
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
の
約
半
年
間
、
安
岡
章
太
郎
は

（
�
）

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
・
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て

ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
。
拠
点
は
ア
メ
リ
カ
南
部
に
位
置
す
る
テ
ネ
シ
ー
州

ナ
ッ
シ
ュ
ヴ
ィ
ル
、
受
入
機
関
は
南
部
の
名
門
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
大
学
で

（
�
）

あ
っ
た
。
留
学
中
の
様
子
は
『
ア
メ
リ
カ
感
情
旅
行
』（
一
九
六
二
・
二
、

（
�
）

岩
波
書
店
、
以
下
『
ア
メ
リ
カ
』）
に
大
部
が
記
さ
れ
て
い
る
。

先
行
研
究
に
は
、
佐
藤
泰
正
「『
ア
メ
リ
カ
感
情
旅
行
』」（『
解
釈
と
鑑

賞
』
一
九
七
二
・
二
）
や
磯
貝
英
夫
「
反
文
明
の
旅
」（『
国
文
学
』
一
九
八

〇
・
六
）、
金
岡
直
子
「
決
意
の
旅
」（『
昭
和
文
学
研
究
』
二
〇
一
六
・
三
）

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
継
承
す
べ
き
点
は
行
論
中
に
触
れ
る
た

め
こ
こ
で
は
措
く
。
一
方
、
問
題
点
と
し
て
資
料
の
参
照
不
足
を
指
摘
で
き

る
。

（
�
）

ま
ず
、
財
団
が
所
蔵
す
る
資
料
の
参
照
が
必
要
で
あ
る
。
近
年
、
財
団
フ

ェ
ロ
ー
制
度
、
ひ
い
て
は
当
時
の
冷
戦
構
造
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
対
日
文

化
政
策
に
関
す
る
研
究
が
進
展
し
て
い
る
。
財
団
フ
ェ
ロ
ー
制
度
に
関
す
る

研
究
で
は
、
梅
森
直
之
「
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と
文
学
者
た
ち
」（『Intelli-

gence

』
二
〇
一
五
・
三
）、
金
志
映
「
戦
後
日
本
の
文
学
空
間
に
お
け
る

「
ア
メ
リ
カ
」」（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
比
較
文
学
比
較
文
化

コ
ー
ス
博
士
論
文
、
二
〇
一
六
・
三
）
の
よ
う
な
成
果
が
提
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
研
究
が
打
ち
出
し
た
新
た
な
見
解
は
、
財
団
所
蔵
の
資
料
を

踏
ま
え
る
こ
と
で
は
じ
め
て
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
安
岡
の
財
団
資

料
を
用
い
て
考
察
し
た
例
は
金
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
金
は
小
説
を
主
対
象

と
し
て
お
り
、
集
中
的
に
論
じ
た
の
は
阿
川
弘
之
・
小
島
信
夫
・
有
吉
佐
和

子
で
あ
る
。
安
岡
に
つ
い
て
は
、
財
団
資
料
に
記
さ
れ
た
基
本
的
な
情
報
が

言
及
さ
れ
た
程
度
と
言
え
る
。

加
え
て
、
先
行
研
究
で
は
『
ア
メ
リ
カ
』
以
外
の
留
学
関
係
文
章
が
十
分

に
参
照
さ
れ
て
い
な
い
。
記
述
量
か
ら
言
っ
て
、『
ア
メ
リ
カ
』
は
中
心
テ

キ
ス
ト
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、「
大
同
小
異
」（『
毎
日
新
聞

（
夕
刊
）』
一
九
六
一
・
五
・
二
六
）、「
私
の
み
た
ア
メ
リ
カ
」（『
新
潮
』
一

九
六
一
・
七
）
の
よ
う
な
別
種
の
留
学
記
も
存
在
す
る
。
留
学
か
ら
二
年
後

の
『
ソ
ビ
エ
ト
感
情
旅
行
』（
一
九
六
四
・
四
、
新
潮
社
、
以
下
『
ソ
ビ
エ

（
�
）ト』）
に
も
、
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
の
体
験
を
通
じ
た
比
較
が
あ
る
。
こ
の
他
、

冷
戦
・
劣
等
意
識
・
人
種
差
別

│
│
安
岡
章
太
郎
の
ア
メ
リ
カ
留
学
│
│

安

藤

陽

平
一



回
想
や
対
談
に
も
留
学
に
関
す
る
多
く
の
言
及
を
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の

留
学
関
係
文
章
に
は
『
ア
メ
リ
カ
』
だ
け
で
は
知
り
得
な
い
事
情
も
記
さ
れ

て
い
る
。
金
岡
「
決
意
の
旅
」（
前
掲
）
は
、『
ア
メ
リ
カ
』
と
『
僕
の
昭
和

史
Ⅲ
』（
一
九
八
八
・
九
、
講
談
社
）
を
比
較
し
、「
差
別
を
正
面
か
ら
描
け

な
か
っ
た
自
己
に
対
峙
す
る
挫
折
旅
行
」
と
い
う
留
学
の
一
面
を
析
出
し

た
。『
ア
メ
リ
カ
』
以
外
に
も
目
を
配
る
必
要
性
を
示
す
例
で
あ
る
。
た
だ

し
、『
僕
の
昭
和
史
Ⅲ
』
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

こ
れ
ら
多
種
の
資
料
を
通
じ
て
、
安
岡
の
留
学
と
冷
戦
の
関
係
、
ア
メ
リ

カ
（
人
）
に
対
す
る
安
岡
の
劣
等
意
識
、
後
の
展
開
に
お
け
る
留
学
の
影
響

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
財
団
資

料
を
中
心
に
、
安
岡
の
留
学
と
冷
戦
の
関
係
を
分
析
す
る
。
次
に
、
ア
メ
リ

カ
（
人
）
に
対
し
て
抱
か
れ
て
い
た
安
岡
の
劣
等
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
。

同
時
に
、
劣
等
意
識
の
前
景
化
は
安
岡
の
常
套
的
手
法
で
あ
る
こ
と
に
留
意

し
、
そ
の
手
法
が
留
学
関
係
文
章
に
お
い
て
孕
む
問
題
点
を
析
出
し
て
い

く
。
以
上
の
分
析
を
踏
ま
え
、
同
時
代
の
渡
米
者
と
の
比
較
も
お
こ
な
い
つ

つ
、
そ
の
後
の
展
開
に
お
け
る
留
学
の
影
響
を
具
体
的
に
跡
づ
け
る
こ
と

で
、
安
岡
の
留
学
を
総
括
し
た
い
。

一

東
西
冷
戦
と
対
日
文
化
政
策

フ
ェ
ロ
ー
に
関
わ
っ
た
坂
西
志
保
は
、
留
学
の
規
定
を
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

期
間
は
一
年
間
、
数
ヶ
月
合
衆
国
に
滞
在
す
る
の
が
望
ま
し
い
が
、

別
に
制
限
は
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
っ
て
も
よ
い
。
報
告
そ
の
他
は

一
切
要
求
し
な
い
。
私
が
候
補
者
を
選
び
、
フ
ァ
ー
ズ
博
士
が
面
接
し

て
最
後
に
決
め
る
（「
解
説
」『
ガ
ン
ビ
ア
滞
在
記
』
二
〇
〇
四
・
一

〇
、
み
す
ず
書
房
）

「
フ
ァ
ー
ズ
博
士
」
は
、
当
時
の
財
団
人
文
学
部
門
部
長
で
あ
っ
た
チ
ャ

ー
ル
ズ
・
Ｂ
・
フ
ァ
ー
ズ
を
指
す
。
坂
西
曰
く
、
京
都
大
学
に
学
ん
だ
経
験

も
持
つ
知
日
派
の
フ
ァ
ー
ズ
は
、「
民
主
主
義
の
生
活
を
打
立
て
る
」
と
い

う
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
敗
戦
直
後
の
日
本
の
情
況
に
理
解
が
あ
り
、

「
敗
戦
国
の
日
本
で
創
作
活
動
に
従
事
し
て
い
る
人
た
ち
を
一
年
の
予
定
で

海
外
に
派
遣
す
る
こ
と
に
し
た
い
と
い
わ
れ
た
」
と
い
う
（
同
前
）。

日
本
の
文
学
者
に
対
す
る
フ
ェ
ロ
ー
が
開
始
し
た
の
は
一
九
五
三
年
、
世

界
は
東
西
冷
戦
の
最
中
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
、
前
年
に
七
年
間
に
及
ん
だ

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
占
領
が
解
除
さ
れ
て
い
る
。
藤
田
文
子
「1950

年
代
ア

メ
リ
カ
の
対
日
文
化
政
策
」（『
津
田
塾
大
学
紀
要
』
二
〇
〇
三
・
三
）
は
、

占
領
を
解
除
し
た
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、「
日
本
の
独
立
と
自
主
性
を
尊
重

し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
日
本
の
共
産
化
を
阻
止
し
、
自
由
陣
営
に
と

ど
め
て
お
く
か
」
が
課
題
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
財
団
フ
ェ
ロ
ー
も
こ

う
し
た
国
家
的
要
請
に
基
づ
く
対
日
文
化
政
策
と
し
て
の
一
面
を
有
し
て
い

（
�
）た。
金
「
戦
後
日
本
の
文
学
空
間
に
お
け
る
「
ア
メ
リ
カ
」」（
前
掲
）
は
、

留
学
記
を
発
表
す
る
作
家
た
ち
は
「
ア
メ
リ
カ
文
化
の
優
れ
た
紹
介
者
」
と

し
て
、「〔
対
日
〕
文
化
攻
勢
の
媒
体
と
し
て
の
役
割
を
背
負
わ
さ
れ
た
」
と

二



述
べ
て
い
る
。

自
由
主
義
／
共
産
主
義
、
あ
る
い
は
親
米
／
反
米
と
い
っ
た
政
治
ス
タ
ン

ス
に
ま
つ
わ
る
議
論
は
日
本
で
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
情
況
下
で
の

渡
米
は
政
治
的
な
意
味
を
帯
び
る
。
ま
し
て
や
安
岡
が
渡
米
し
た
一
九
六
〇

年
は
安
保
闘
争
が
巻
き
起
こ
っ
た
年
で
あ
っ
た
。
安
岡
は
新
安
保
に
対
し
て

特
に
意
見
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
た
だ
、「
安
保
反
対
の
�
攘
夷
�

の
声
が
あ
ふ
れ
て
い
る
」
時
期
に
渡
米
す
る
の
は
「
億
劫
」
で
あ
り
、
招
待

を
受
け
る
か
迷
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（『
僕
の
昭
和
史
Ⅱ
』
一
九
八
四
・
九
、

講
談
社
）。
新
安
保
賛
成
、
親
米
の
表
明
と
し
て
渡
米
が
解
釈
さ
れ
る
冷
戦

（
�
）

下
の
時
代
情
況
が
、
安
岡
の
決
断
を
渋
ら
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

冷
戦
は
安
岡
が
関
心
を
抱
い
た
人
種
差
別
に
も
影
響
し
て
い
た
。
留
学

中
、
ナ
ッ
シ
ュ
ヴ
ィ
ル
の
映
画
館
に
お
け
る
黒
人
の
〈
ス
タ
ン
ド
・
イ
ン
〉

を
見
物
に
行
っ
た
安
岡
は
、
翌
日
の
新
聞
で
〈
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
〉
と
報
道
さ

れ
て
い
る
。
社
会
学
者
・
河
村
望
は
、
安
岡
の
留
学
時
期
と
も
重
な
る
一
九

六
〇
年
九
月
か
ら
六
二
年
の
二
月
ま
で
、
ナ
ッ
シ
ュ
ヴ
ィ
ル
の
黒
人
大
学
・

フ
ィ
ス
ク
大
学
に
留
学
し
て
い
た
。
河
村
『
黒
人
大
学
留
学
記
』（
前
掲
）

は
右
の
一
節
に
触
れ
、「
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ア
カ
と
ク
ロ
を
（
中
略
）
結
び

つ
け
て
考
え
る
ム
ー
ド
が
あ
る
」
と
解
説
し
、
別
の
箇
所
で
は
「
コ
ミ
ュ
ニ

ス
ト
は
ニ
グ
ロ
と
と
も
に
、
ア
ウ
ト
ロ
ー
と
し
て
烙
印
づ
け
ら
れ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
と
人
種
差
別
反
対
運
動
は
確
か
に
関
係
を
も
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
自
由
主
義
陣
営
の
総
本
山
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
と
い
う
呼
称
は
蔑
称
と
し
て
機
能
し
、
そ
の
属
性
を
付

与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
種
差
別
否
定
派
も
ま
と
め
て
攻
撃
さ
れ
た
の
で
あ

る
。〈
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
で
悪
け
れ
ば
、
ぼ
く
は
日
本
へ
か
え
る
〉
と
安
岡
が

憤
慨
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
冷
戦
下
ア
メ
リ
カ
の
こ
う
し
た
事
情
に

よ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
安
岡
は
「
億
劫
」
に
思
い
な
が
ら
も
留
学
を
決
断
し
た
。
そ
の
動

（
�
）

機
の
一
つ
に
、
Ｗ
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
か
ら
の
影
響
が
あ
る
。
財
団
所
蔵
の
フ

ァ
ー
ズ
の
日
記
に
は
、「
安
岡
は
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
に
同
じ
く
ミ
シ
シ
ッ
ピ
へ

（
�
）

の
滞
在
を
希
望
し
た
」
と
あ
る
（C

BF
TRIP

D
IARY

60.4.10

）。
フ
ォ

ー
ク
ナ
ー
に
つ
い
て
は
『
僕
の
昭
和
史
Ⅱ
』（
前
掲
）
に
も
回
想
が
あ
る
。

フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
が
訪
日
し
た
際
、「
日
本
人
諸
君
の
苦
し
み
は
よ
く
わ
か
る
、

わ
れ
わ
れ
南
部
の
者
も
同
じ
く
戦
争
の
敗
者
だ
か
ら
だ
」
と
述
べ
た
の
を
覚

（

）

え
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
南
北
戦
争
と
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
と
い
う
違
い

は
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
南
部
と
日
本
は
�
敗
戦
�
と
い
う
共
通
項
を
持
っ
て

い
る
。
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
が
示
し
た
そ
の
見
解
が
、
安
岡
の
南
部
に
対
す
る
関

心
を
惹
起
し
た
の
で
あ
る
。

フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
は
一
九
五
五
年
八
月
一
日
か
ら
三
週
間
、
文
化
使
節
と
し

て
訪
日
し
た
。
藤
田
文
子
『
ア
メ
リ
カ
文
化
外
交
と
日
本
』（
二
〇
一
五
・

四
、
東
京
大
学
出
版
会
）
に
よ
れ
ば
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
訪
日
に
は
、
ア
ジ
ア

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
文
化
的
威
信
を
高
め
る
こ
と
、
増
大
し
つ
つ
あ
る
反

米
主
義
を
鎮
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
目
的
が
達
成
さ

れ
た
か
は
さ
て
お
き
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
訪
日
は
少
な
く
と
も
一
人
の
日
本
の

作
家
の
心
を
掴
み
、
渡
米
の
動
機
を
形
成
し
た
。
安
岡
の
場
合
、
留
学
が
可

能
と
な
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
動
機
に
も
対
日
文
化
政
策
の
影
響
が
認
め

（

）

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

冷
戦
・
劣
等
意
識
・
人
種
差
別

三



た
だ
し
、
す
べ
て
を
ア
メ
リ
カ
の
操
作
に
よ
る
結
果
と
す
る
の
は
性
急
で

あ
る
。
留
学
動
機
に
は
安
岡
の
主
体
的
な
意
志
も
看
取
で
き
る
。「
後
書
」

（『
安
岡
章
太
郎
集
３
』
一
九
八
六
・
九
、
岩
波
書
店
）
で
は
、
先
の
フ
ォ
ー

ク
ナ
ー
の
発
言
を
引
き
、「
私
の
内
心
に
あ
る
モ
ヤ
モ
ヤ
と
し
た
敗
北
感
を
、

明
瞭
に
ア
リ
ノ
マ
マ
に
体
得
し
て
、
自
分
自
身
の
中
途
半
端
な
も
の
を
何
と

か
し
た
」
か
っ
た
か
ら
南
部
を
選
定
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
安
岡
は
一
九
四

四
年
三
月
に
学
徒
動
員
に
よ
っ
て
徴
兵
さ
れ
、
病
を
得
て
翌
年
三
月
に
内
地

送
還
、
敗
戦
時
は
東
京
に
い
た
。
敗
戦
直
後
は
占
領
軍
接
収
家
屋
の
留
守
役

に
就
い
て
い
た
時
期
も
あ
る
（
四
七
年
か
ら
約
一
年
半
）。
そ
れ
ら
の
経
験

か
ら
内
面
に
蓄
積
さ
れ
、
敗
戦
後
一
五
年
を
経
て
も
依
然
と
し
て
蟠
る
「
モ

（

）

ヤ
モ
ヤ
と
し
た
敗
北
感
」。
そ
の
内
実
を
究
明
し
た
い
と
い
う
意
志
が
安
岡

に
南
部
を
選
ば
せ
、
留
学
を
決
断
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

二

劣
等
意
識
と
英
語
運
用

『
ア
メ
リ
カ
』
は
〈
あ
る
劣
等
感
〉
と
題
さ
れ
た
章
で
幕
を
開
け
る
。
そ

の
劣
等
意
識
に
「
モ
ヤ
モ
ヤ
と
し
た
敗
北
感
」
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
疑

念
の
余
地
が
な
い
。
留
学
の
動
機
と
な
っ
た
一
方
、
敗
戦
体
験
は
留
学
中
の

言
動
に
も
明
ら
か
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

そ
の
一
例
が
英
語
運
用
で
あ
る
。
留
学
を
語
る
際
、
安
岡
は
随
所
で
自
身

（

）

の
英
語
運
用
の
拙
さ
を
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
拙
さ
が
偏
に
語
学
力
不
足

に
よ
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
安
岡
と
野
坂
昭
如
の
対
談
「
日
本
人
と
英
語

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」（『
英
語
教
育
』
一
九
七
六
・
七
）
に
明
ら
か
で
あ
る
。

野
坂
は
「
ぼ
く
ら
が
英
語
を
使
う
と
き
は
、
間
違
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う

気
が
先
に
立
」
つ
が
、「
香
港
へ
行
っ
て
片
言
の
中
国
語
を
耳
に
し
ち
ゃ
う

と
簡
単
に
し
ゃ
べ
れ
る
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
文
化
の
度
合
い
と
い
う
か
、
香

港
と
日
本
と
比
べ
て
香
港
の
ほ
う
が
低
い
と
い
う
こ
と
は
全
く
な
い
ん
だ
け

れ
ど
も
、
こ
っ
ち
の
ほ
う
が
少
し
優
位
性
が
あ
る
と
堂
々
と
し
ゃ
べ
」
る
こ

と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。
安
岡
は
こ
れ
に
同
調
し
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ

ア
で
は
「
神
の
ご
と
く
英
語
が
で
き
」、「
フ
ラ
ン
ス
人
な
ん
か
と
英
語
を
し

ゃ
べ
る
場
合
、
ぼ
く
よ
り
も
で
き
な
い
相
手
だ
と
、
こ
れ
は
楽
に
し
ゃ
べ

れ
」
る
と
述
べ
て
い
る
。

二
人
の
発
言
は
僅
か
に
す
れ
違
っ
て
い
る
。
野
坂
が
、
使
用
す
る
言
語

（
英
語
、
中
国
語
）
と
そ
の
言
語
を
母
語
と
す
る
国
の
文
化
に
対
す
る
日
本

の
優
劣
を
問
題
に
し
て
い
る
の
に
対
し
、
安
岡
は
あ
く
ま
で
英
語
を
想
定

し
、
誰
に
対
し
て
英
語
を
話
す
か
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
発

言
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
留
学
中
の
英
語
運
用
の
拙
さ
に
は
、
ア
メ
リ
カ

（
人
）
に
対
す
る
安
岡
の
劣
等
意
識
が
介
在
し
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

時
代
背
景
か
ら
言
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
ア
メ
リ
カ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
呼
ば

れ
る
よ
う
な
、
敗
戦
・
被
占
領
体
験
に
基
づ
く
劣
等
意
識
が
ま
ず
思
い
浮
か

ぶ
。敗

戦
体
験
に
由
来
す
る
劣
等
意
識
と
英
語
運
用
の
関
わ
り
は
、『
ソ
ビ
エ

ト
』（
前
掲
）
に
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ソ
連
へ
と
向
か
う
船
上
で
安
岡

は
、「
船
員
が
わ
れ
わ
れ
を
見
る
眼
つ
き
」
が
「
パ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
機
の

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
の
眼
つ
き
と
は
ち
が
う
」
と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま

で
安
岡
の
一
方
的
な
認
識
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
「
白
人
に
対
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す
る
劣
等
感
の
よ
う
な
も
の
」
が
「
無
意
識
」
の
う
ち
に
芽
生
え
る
が
、
ソ

連
で
は
そ
れ
が
な
い
の
だ
と
い
う
。
加
え
て
、『
ソ
ビ
エ
ト
』「
七
月
七
日
」

に
は
次
の
よ
う
な
一
節
も
確
認
で
き
る
。
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
内
の
公
園
に
設

置
さ
れ
た
日
露
戦
争
の
記
念
像
を
見
て
、「
愛
国
心
」
に
つ
い
て
語
っ
た
箇

所
で
あ
る
。

こ
の
国
へ
来
て
、
わ
れ
わ
れ
が
何
と
な
く
安
心
し
た
気
持
で
い
ら
れ
る

の
は
、
心
の
底
の
ど
こ
か
に
�
日
露
戦
争
�
の
勝
利
が
の
こ
っ
て
い
る

マ
マ

か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
は
ア
メ
リ
カ
婦
人
の
英
語
の
発
音
に
し

ば
し
ば
ネ
コ
の
鳴
き
声
に
似
た
ａ
だ
の
ｌ
だ
の
の
ひ
び
き
を
聞
く
と
、

一
種
の
脅
え
と
心
理
的
動
揺
を
禁
じ
得
な
い
の
は
、
単
に
私
の
英
語
に

関
す
る
劣
等
感
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
い
に
ち
が
い
な
い
。

す
な
わ
ち
、
自
身
が
ア
メ
リ
カ
婦
人
の
英
語
の
発
音
に
脅
え
、
動
揺
す
る

の
は
、〈
私
の
英
語
に
関
す
る
劣
等
感
〉
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
が
自
分
た
ち

の
国
を
打
ち
負
か
し
た
戦
勝
国
民
か
ら
発
さ
れ
る
た
め
だ
、
と
安
岡
は
述
べ

て
い
る
の
で
あ
る
。
戦
勝
国
民
の
英
語
話
す
は
、
安
岡
の
「
愛
国
心
」
を
傷

つ
け
る
の
で
あ
る
。

被
占
領
体
験
に
つ
い
て
は
先
の
野
坂
と
の
対
談
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
た
。

「
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
占
領
さ
れ
た
で
し
ょ
う
。
ぼ
く
は
兵
隊
で
す
か
ら
、

帰
っ
て
き
て
向
こ
う
の
や
つ
と
英
語
を
し
ゃ
べ
ら
な
い
か
ぎ
り
食
え
な
く
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
と
い
う
ふ
う
な
気
持
ち
は
ど
こ
か
に
あ
っ
た
ね
。
劣

等
感
と
い
う
の
は
あ
の
辺
か
ら
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
」（「
日
本
人
と
英
語

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
前
掲
）。
敗
戦
を
機
に
、
そ
れ
ま
で
使
用
禁
止
さ
れ
て

い
た
敵
性
語
を
か
つ
て
の
敵
性
人
に
対
し
て
用
い
な
け
れ
ば
生
存
が
危
ぶ
ま

れ
る
可
能
性
が
浮
上
し
た
。
現
に
安
岡
は
、
一
家
の
財
政
難
と
自
身
の
病
か

ら
占
領
軍
接
収
家
屋
の
留
守
役
に
就
か
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
ア
メ
リ
カ
人

と
「
英
語
を
し
ゃ
べ
ら
な
い
か
ぎ
り
食
え
な
」
い
体
験
を
し
た
。
し
か
し
、

人
々
の
心
情
は
そ
う
簡
単
に
切
り
換
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
安
岡
の
劣
等
意

識
は
、
敗
戦
と
そ
れ
に
続
く
被
占
領
体
験
に
よ
っ
て
引
き
裂
か
れ
た
結
果
生

じ
た
も
の
で
も
あ
る
の
だ
。

以
上
は
渡
米
前
の
体
験
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
と
は
別

に
、
留
学
中
に
も
安
岡
は
劣
等
意
識
を
抱
か
せ
ら
れ
る
体
験
を
し
て
い
る
。

人
種
差
別
で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
前
後
の
ア
メ
リ
カ
は
公
民
権
運
動
の
隆
盛
を
迎
え
て
い
た
。

も
っ
と
も
、
差
別
を
肯
定
す
る
白
人
も
存
在
し
、
運
動
が
長
き
に
亘
る
闘
い

を
強
い
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
安
岡
が
留
学
し
た
ヴ
ァ
ン
ダ

ー
ビ
ル
ト
大
学
は
白
人
大
学
で
あ
っ
た
が
、
留
学
の
前
後
、
同
大
で
黒
人
学

（

）

生
の
卒
業
を
認
可
せ
ず
に
退
学
さ
せ
る
出
来
事
が
あ
っ
た
。
安
岡
は
、
こ
う

し
た
騒
動
の
前
後
に
留
学
し
た
こ
と
が
「
一
番
不
運
だ
つ
た
」（「
ア
メ
リ
カ

文
壇
瞥
見
記
」『
群
像
』
一
九
六
二
・
三
）
と
述
べ
て
い
る
。
教
授
陣
も
ま

た
差
別
肯
定
派
と
否
定
派
で
二
分
さ
れ
て
お
り
、
安
岡
が
籍
を
置
い
た
英
文

科
は
「
黒
人
差
別
派
の
中
心
」（
同
前
）
で
あ
っ
た
。「
職
員
室
の
ま
は
り
に

は
有
色
人
種
で
あ
る
私
に
は
近
よ
り
が
た
い
雰
囲
気
が
あ
り
、
教
授
た
ち
は

外
来
者
に
か
た
く
な
に
心
を
閉
ざ
し
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
た
」（
同
前
）。

留
学
記
で
は
、
安
岡
の
担
当
教
授
で
あ
っ
た
Ｒ
教
授
が
排
他
的
な
人
物
と

冷
戦
・
劣
等
意
識
・
人
種
差
別

五



し
て
描
か
れ
て
い
る
。
安
岡
が
住
居
探
し
に
つ
い
て
助
言
を
求
め
た
際
、
教

授
は
〈
そ
う
い
う
ア
パ
ー
ト
も
家
庭
も
こ
こ
に
は
な
い
〉
と
突
き
放
し
た
。

Ｉ
君
が
す
ぐ
に
住
居
を
見
つ
け
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
言
葉
に
虚
偽
が
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
他
方
、
Ｉ
君
が
探
し
て
く
れ
た
住
居
の
家
主
に
〈
日

本
人
は
部
屋
を
汚
く
す
る
〉
と
偏
見
を
述
べ
ら
れ
た
安
岡
は
、〈
Ｒ
教
授
が

ア
パ
ー
ト
を
探
し
て
く
れ
よ
う
と
は
言
わ
な
か
っ
た
わ
け
だ
〉
と
〈
あ
る
感

慨
〉
を
抱
く
。
阿
川
尚
之
「
安
岡
章
太
郎
の
ナ
ッ
シ
ュ
ヴ
ィ
ル
」（『
外
交
フ

ォ
ー
ラ
ム
』
一
九
九
九
・
六
）
は
、「
Ｒ
教
授
の
言
葉
と
い
い
、
家
主
の
発

言
と
い
い
、
安
岡
は
そ
こ
に
日
本
人
に
対
す
る
差
別
を
感
じ
」
た
の
だ
と
し

て
い
る
。
確
か
に
、
留
学
関
係
文
章
の
あ
ら
ゆ
る
箇
所
に
安
岡
の
被
差
別
意

（

）

識
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
安
岡
の
尋
常
な
ら
ざ
る
「
自
意
識
の
強
さ
」

（
阿
川
「
安
岡
章
太
郎
の
ナ
ッ
シ
ュ
ヴ
ィ
ル
」
前
掲
）
が
災
い
し
た
結
果
か

も
し
れ
な
い
。『
ア
メ
リ
カ
』「
は
し
が
き
」
に
は
、〈
見
て
い
る
と
同
時
に
、

自
分
が
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
片
時
も
は
な
れ
ら
れ

な
か
っ
た
〉
と
あ
る
。
こ
う
し
た
過
剰
な
自
意
識
は
先
述
し
た
敗
戦
・
被
占

領
体
験
に
裏
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。

「
フ
ァ
ー
ズ
宛
坂
西
書
簡61.8.14

」
で
は
、
帰
国
後
の
安
岡
の
様
子
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
坂
西
曰
く
、「
言
語
の
難
解
さ
は
克
服
不
可
能
と
わ
か

り
、
大
学
職
員
の
助
力
も
な
く
、
町
の
人
々
は
東
洋
人
を
平
等
な
人
間
と
し

て
受
け
入
れ
て
は
く
れ
な
か
っ
た
」
と
の
苦
悩
を
安
岡
は
漏
ら
し
た
。
本
節

で
の
分
析
を
踏
ま
え
て
言
え
ば
、
敗
戦
・
被
占
領
体
験
に
由
来
す
る
劣
等
意

識
に
、
現
地
で
の
被
差
別
意
識
が
加
わ
っ
て
劣
等
意
識
が
強
め
ら
れ
た
結

果
、「
言
語
の
難
解
さ
」
は
よ
り
深
ま
っ
て
い
っ
た
と
言
え
る
。

た
だ
し
坂
西
は
同
書
簡
に
お
い
て
、
現
地
の
マ
ナ
ー
を
理
解
せ
ず
人
々
を

怒
ら
せ
た
こ
と
な
ど
を
聞
い
た
と
し
て
安
岡
に
も
問
題
を
見
て
い
る
。
先
行

研
究
で
も
、
留
学
中
の
言
動
、
あ
る
い
は
安
岡
の
創
作
手
法
に
対
す
る
批
判

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
小
島
信
夫
「
安
岡
章
太
郎
」（『
群
像
』
一
九
六
四
・

一
）
は
、
自
己
を
卑
小
化
し
て
描
き
相
手
を
諷
刺
す
る
安
岡
の
才
能
を
認
め

る
一
方
、
時
に
そ
の
手
法
に
よ
っ
て
「
真
実
」
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と

す
る
。「「
そ
い
つ
が
か
ん
じ
の
悪
い
野
郎
で
な
…
…
」
と
安
岡
が
旅
行
中
に

会
つ
た
ア
メ
リ
カ
人
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
先
方
も
そ
う
思
つ
た
の
で
は
な

い
か
」（
同
前
）。
安
岡
の
諷
刺
が
、
他
者
へ
の
思
慮
を
欠
落
し
た
一
方
的
な

主
観
に
終
始
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
小
島
は
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

先
述
し
た
Ｒ
教
授
は
、
財
団
に
次
の
よ
う
な
文
書VAN
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を
提
出
し
て
い
る
。
そ
こ
で
教
授
は
、「
私
た
ち
は
本

当
に
安
岡
に
対
し
て
協
力
的
に
な
ろ
う
と
試
み
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
Ｒ
教

授
に
よ
れ
ば
、
安
岡
が
教
授
の
開
講
す
る
ク
ラ
ス
に
出
席
し
た
際
、
歓
迎

し
、
出
席
を
継
続
す
る
よ
う
促
し
た
と
い
う
。
し
か
し
安
岡
は
そ
れ
以
降
ほ

と
ん
ど
出
席
し
な
か
っ
た
。
教
授
は
「
彼
の
英
語
は
全
く
流
暢
で
な
く
、
彼

は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
臆
病
な
方
だ
〔
傍
線
マ
マ
〕」
と
も
記
し
て
い
る
。

先
の
安
岡
の
叙
述
と
は
矛
盾
す
る
報
告
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
に
は
、
小
島

が
批
判
し
た
安
岡
の
手
法
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
英
文
科
が
差

別
肯
定
派
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
か
も
し
れ
な
い
し
、
実
際
に
安
岡

は
差
別
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
Ｒ
教
授
の
記
述
に
基

づ
け
ば
、
教
授
は
色
々
と
手
を
尽
く
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
岡
が
一
方

的
に
拒
絶
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
非
が
あ
る
か
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は
問
題
で
は
な
い
。
教
授
の
助
力
を
受
け
な
が
ら
も
、
一
方
的
に
教
授
の
態

度
に
責
任
を
帰
す
る
よ
う
な
叙
述
を
安
岡
が
な
し
て
い
な
い
か
を
問
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
被
差
別
意
識
自
体
は
疑
え
な
い
。
し
か
し
、
何
で
も
そ
れ
に
結

び
つ
け
て
劣
等
意
識
を
前
景
化
し
、「
真
実
」
を
埋
没
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

だ
が
、
そ
う
し
た
手
法
が
よ
り
大
き
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
の
は
他
の
箇

所
で
あ
る
。

三
〈
黄
色
人
種
〉
と
い
う
言
辞
を
め
ぐ
っ
て

Ｉ
君
の
探
し
て
く
れ
た
住
居
の
家
主
に
偏
見
を
述
べ
ら
れ
た
翌
日
、
安
岡

は
中
国
系
教
授
Ｔ
氏
に
夕
食
に
招
か
れ
て
い
る
。
安
岡
は
、〈
ア
メ
リ
カ
へ

つ
く
と
早
々
、
ア
メ
リ
カ
人
で
は
な
く
東
洋
人
の
家
へ
よ
ば
れ
〉
た
こ
と
に

〈
別
の
意
味
〉
を
見
出
し
、〈
こ
の
ア
パ
ー
ト
で
も
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
わ

れ
わ
れ
は
や
は
り
こ
の
街
で
人
種
的
差
別
を
受
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
〉
と

自
問
す
る
。
被
差
別
意
識
を
強
め
て
い
く
様
子
が
窺
わ
れ
る
が
、
一
方
こ
こ

で
の
〈
わ
れ
わ
れ
〉
と
は
誰
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
安
岡
夫
妻
と
読
む
こ

と
も
で
き
る
が
、
Ｔ
氏
を
含
め
そ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
席
し
て
い
た
人
々

（
Ｔ
氏
夫
人
の
み
白
人
）、
つ
ま
り
東
洋
人
や
黄
色
人
種
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ

ー
が
指
示
さ
れ
て
い
る
と
も
読
め
る
。

安
岡
が
ア
メ
リ
カ
の
人
種
差
別
を
語
っ
た
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。
大

学
食
堂
で
働
い
て
い
た
朝
鮮
人
学
生
が
、〈「
汚
い
」
と
い
っ
て
学
生
た
ち
か

ら
敬
遠
さ
れ
〉、
解
雇
さ
れ
た
出
来
事
に
つ
い
て
語
っ
た
箇
所
で
あ
る
。

南
部
で
は
料
理
や
給
仕
は
黒
人
の
仕
事
と
さ
れ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
か

ら
み
れ
ば
ふ
だ
ん
あ
れ
ほ
ど
差
別
し
て
い
る
人
間
に
食
物
を
つ
く
ら

せ
、
そ
れ
を
テ
ー
ブ
ル
に
は
こ
ば
せ
て
い
る
の
は
不
可
解
で
あ
る
が
、

彼
ら
に
言
わ
せ
れ
ば
習
慣
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
な
ら
黄
色
人
種

で
あ
る
朝
鮮
人
の
手
で
料
理
を
給
仕
さ
せ
る
こ
と
を
汚
い
と
感
じ
る
の

も
習
慣
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ

ば
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
等
が
黒
人
を
差
別
し
て
い
る
「
習
慣
」
も
他
人
ご

と
と
し
て
黙
っ
て
い
る
わ
け
に
は
行
か
な
く
な
る
で
は
な
い
か
。

こ
こ
で
〈
わ
れ
わ
れ
〉
が
〈
黄
色
人
種
〉
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。
肌
の
色
に
よ
っ
て
序
列
化
す
る
人
種
差
別
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
則
っ
た
が

ゆ
え
に
右
の
よ
う
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
そ
の
ロ
ジ
ッ
ク
に

と
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
問
わ
れ
る
べ
き
と
の
見
方
も
あ
ろ
う
。
し
か

し
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
こ
で
〈
黄
色
人
種
〉
と
い
う
言
辞
に
よ
っ
て
朝
鮮

人
と
日
本
人
を
同
胞
か
の
よ
う
に
表
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
言
う
ま
で

も
な
く
、
日
本
は
ア
ジ
ア
を
侵
略
し
、
植
民
地
化
し
て
き
た
過
去
が
あ
る
。

特
に
朝
鮮
半
島
は
日
本
の
暴
力
的
支
配
に
強
く
曝
さ
れ
て
き
た
地
域
で
あ

り
、
日
本
人
に
よ
る
朝
鮮
人
差
別
は
今
な
お
根
強
く
存
在
し
て
い
る
。
同
時

代
で
は
、
一
九
五
二
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
発
効
に
と
も
な
う

在
日
朝
鮮
人
の
日
本
国
籍
剥
奪
や
そ
の
後
の
帰
国
事
業
、
五
八
年
の
小
松
川

（

）

事
件
な
ど
に
そ
の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

安
岡
は
軍
隊
時
代
に
在
日
朝
鮮
人
兵
士
へ
の
差
別
を
目
に
し
た
は
ず
だ

（

）が、
ア
メ
リ
カ
の
人
種
差
別
を
語
る
と
そ
の
過
去
は
後
景
に
退
け
ら
れ
、

冷
戦
・
劣
等
意
識
・
人
種
差
別
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〈
黄
色
人
種
〉
と
し
て
均
質
な
集
団
で
あ
る
か
の
よ
う
に
表
示
し
て
し
ま
う
。

そ
の
原
因
の
一
端
を
な
す
の
は
、
先
述
の
白
人
に
対
す
る
劣
等
意
識
で
あ
ろ

う
。
安
岡
は
、
右
の
引
用
に
続
け
て
約
六
頁
に
亘
っ
て
自
身
の
人
種
差
別
理

解
を
披
瀝
し
て
い
る
。
白
人
に
対
す
る
〈
黄
色
人
種
〉
か
ら
の
告
発
と
い
っ

た
趣
も
垣
間
見
え
る
、
い
さ
さ
か
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
な
叙
述
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
自
身
も
白
人
に
差
別
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
劣
等
意
識
を
媒
介
に

人
種
差
別
に
意
見
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
叙
述
か
ら
ア
ジ
ア
民
族
の
差
異

や
日
本
（
人
）
の
暴
力
は
欠
落
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

元
々
、
安
岡
に
は
日
本
の
加
害
責
任
に
つ
い
て
意
識
的
で
は
な
い
傾
向
が

あ
る
。
Ｐ
夫
人
に
対
す
る
心
情
の
在
り
方
に
も
そ
れ
が
表
れ
て
い
る
。
一
九

四
二
年
前
後
、
Ｐ
夫
人
は
ス
マ
ト
ラ
な
ど
の
日
本
の
占
領
下
に
あ
っ
た
地
域

に
滞
在
し
て
い
た
。
安
岡
は
〈
日
本
軍
の
占
領
下
で
苦
し
い
目
に
あ
っ
て
き

た
の
で
は
な
い
か
〉
と
想
像
し
つ
つ
も
、〈
こ
の
人
は
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
よ

う
に
戦
争
が
苦
し
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
経
験
し
て
き
て
い
る
〉
と
し

て
、
帝
国
日
本
の
被
害
者
と
し
て
自
身
を
定
位
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、「
こ
ん
ど
の
戦
争
で
、
お
れ
た
ち
が
い
ち
ば
ん
ワ
リ
を
食
つ
て

い
る
」（「
モ
テ
な
い
戦
中
派
」『
文
藝
春
秋
』
一
九
五
六
・
五
）
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
「
戦
中
派
」
的
被
害
者
意
識
の
産
物
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
し
か

し
こ
れ
は
安
岡
個
人
に
帰
せ
ら
れ
る
問
題
で
は
な
く
、
よ
り
大
き
く
日
本
の

戦
争
責
任
論
の
問
題
と
し
て
了
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
山
田

『
日

本
の
戦
争：

歴
史
認
識
と
戦
争
責
任
』（
二
〇
一
七
・
一
二
、
新
日
本
出
版
）

は
、
日
本
の
戦
争
責
任
が
ま
ず
戦
犯
裁
判
と
し
て
追
及
さ
れ
た
こ
と
で
、

「
戦
争
の
後
始
末
の
不
可
欠
の
一
部
と
し
て
、
将
来
の
日
本
社
会
と
国
際
関

係
を
再
構
築
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
抱
き
に
く
い

状
況
が
作
ら
れ
た
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
四
五
年
か
ら
六
五
年
頃

ま
で
の
戦
争
責
任
論
は
、「
被
害
者
・
犠
牲
者
と
し
て
強
く
自
己
を
認
識
し

て
い
る
戦
争
体
験
者
」
に
よ
る
議
論
で
あ
っ
た
と
山
田
は
整
理
す
る
。
さ
ら

に
、
中
村
政
則
『
戦
後
史
』（
二
〇
〇
五
・
七
、
岩
波
書
店
）
は
、
極
東
軍

事
裁
判
以
降
の
日
本
に
「
ア
ジ
ア
の
軽
視
」
を
指
摘
し
、
そ
れ
は
現
在
に
も

引
き
継
が
れ
て
い
る
問
題
点
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
従
軍
慰
安
婦

問
題
の
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
に
対
す
る
戦
争
責
任
を
先
送
り
に
し
て
き
た
ツ
ケ

が
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
九
〇
年
代
に
一
挙
に
表
面
化
し
た
と
中
村
は
述
べ

て
い
る
。
両
論
を
踏
ま
え
る
と
、
当
時
の
日
本
で
は
│
│
現
在
も
で
あ
る
が

│
│
加
害
責
任
の
認
識
が
希
薄
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
中
野
好
夫
「
も
は
や

「
戦
後
」
で
は
な
い
」（『
文
藝
春
秋
』
一
九
五
六
・
二
）
の
よ
う
に
、「
ア
ジ

ア
の
国
々
と
も
、
決
し
て
戦
争
の
跡
始
末
は
完
全
に
す
ん
で
い
な
い
」
と
冷

静
に
判
断
し
て
い
た
知
識
人
も
存
在
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
一
般
認
識
と
し

て
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
。
戦
後
を
代
表
す
る
知
識
人
で
あ
る
丸
山
眞
男

に
も
、
日
本
の
「
帝
国
主
義
と
植
民
地
主
義
へ
の
感
度
の
あ
ま
り
の
低
さ
」

が
あ
っ
た
こ
と
は
、
中
野
敏
男
『
大
塚
久
雄
と
丸
山
眞
男
』（
二
〇
〇
一
・

一
二
、
青
土
社
）
が
指
摘
し
て
い
る
。
安
岡
の
叙
述
は
こ
う
し
た
日
本
の
加

害
責
任
認
識
に
基
づ
く
も
の
で
も
あ
る
の
だ
。

一
方
、
そ
う
し
た
戦
争
責
任
認
識
の
甘
さ
を
一
旦
留
保
す
る
必
要
は
あ
る

が
、
先
の
独
立
引
用
は
、
安
岡
が
人
種
差
別
に
対
す
る
関
心
を
強
め
た
契
機

と
し
て
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

当
時
、
人
種
差
別
は
日
本
で
も
多
大
な
関
心
を
喚
起
し
、
そ
の
見
物
を
渡
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米
の
目
的
と
し
た
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
一
九
五
八
年
に
国
務
省
の
招
待

で
二
ヶ
月
間
滞
米
し
た
火
野
葦
平
は
、
滞
米
目
的
の
一
つ
に
人
種
差
別
へ
の

興
味
を
挙
げ
、「
リ
ト
ル
ロ
ッ
ク
に
行
つ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
た
」（『
ア

メ
リ
カ
探
検
記
』
一
九
五
九
・
一
二
、
雪
華
社
）
と
述
べ
て
い
る
。
火
野
に

よ
れ
ば
、
日
本
か
ら
の
渡
米
者
は
「
み
ん
な
リ
ト
ル
ロ
ッ
ク
行
を
希
望
し

た
」
と
い
う
。
財
団
フ
ェ
ロ
ー
を
受
け
た
小
島
信
夫
は
ア
イ
オ
ワ
州
を
拠
点

と
し
た
が
、
人
種
差
別
へ
の
関
心
か
ら
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
グ
ラ
ン
ブ
リ
ン
グ

に
あ
る
黒
人
大
学
・
グ
ラ
ン
ブ
リ
ン
グ
・
カ
レ
ッ
ジ
を
訪
れ
た
。
金
「
戦
後

日
本
の
文
学
空
間
に
お
け
る
「
ア
メ
リ
カ
」」（
前
掲
）
は
、「
人
種
問
題
は

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
フ
ェ
ロ
ー
ら
が
こ
ぞ
っ
て
注
目
し
た
」
と
述
べ
て

い
る
。
南
部
へ
の
留
学
者
は
少
数
で
あ
っ
た
に
し
ろ
、
一
九
五
六
年
か
ら
約

二
年
間
、
ナ
ッ
シ
ュ
ヴ
ィ
ル
の
フ
ィ
ス
ク
大
学
に
留
学
し
た
青
柳
清
孝

（『
黒
人
大
学
留
学
記
』
一
九
六
四
・
七
、
中
央
公
論
社
）
や
、
先
述
の
河
村

望
の
よ
う
な
例
も
存
在
し
た
。

し
か
し
、
安
岡
が
留
学
以
前
か
ら
人
種
差
別
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い

た
か
と
言
え
ば
、
決
し
て
そ
う
は
思
わ
れ
な
い
。
留
学
関
係
文
章
で
留
学
の

動
機
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
ア
メ
リ
カ
南
部
と
日
本
に
お
け
る

�
敗
戦
�
と
い
う
共
通
項
へ
の
興
味
だ
か
ら
で
あ
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
安

岡
は
現
地
で
人
種
差
別
へ
の
関
心
を
向
上
さ
せ
て
い
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
先
の
引
用
箇
所
に
戻
れ
ば
、
安
岡
は
、
日
本
人
と
同
じ
〈
黄
色
人

種
〉
で
あ
る
朝
鮮
人
へ
の
差
別
が
白
人
の
〈
習
慣
〉
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
れ

ば
、〈
わ
れ
わ
れ
は
彼
等
が
黒
人
を
差
別
し
て
い
る
「
習
慣
」
も
他
人
ご
と

と
し
て
黙
っ
て
い
る
わ
け
に
は
行
か
な
く
な
る
〉
と
述
べ
て
い
た
。〈
黄
色

人
種
〉
と
い
う
言
辞
で
日
本
（
人
）
の
暴
力
を
隠
蔽
し
て
い
る
こ
と
は
強
調

し
て
余
り
あ
る
が
、
一
方
こ
こ
で
安
岡
は
、
自
分
自
身
が
発
言
し
て
い
く
べ

き
、
他
な
ら
ぬ
自
分
自
身
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
人
種
差
別
を
引
き
受
け
て

い
る
と
言
え
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
箇
所
か
ら
六
頁
に
亘
っ
て
、
自
身
の
経
験

も
交
え
た
人
種
差
別
理
解
を
披
瀝
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
自
己
の
問
題
と
し

て
人
種
差
別
を
捉
え
る
問
題
意
識
を
現
地
で
得
た
か
ら
こ
そ
、
人
種
差
別
に

対
す
る
安
岡
の
関
心
は
向
上
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
帰
国
後
の
部

落
差
別
へ
の
積
極
的
な
発
言
を
導
い
て
い
く
も
の
で
も
あ
る
の
だ
。

四

留
学
体
験
の
影
響
│
│
ま
と
め
に
代
え
て

以
上
、
留
学
を
取
り
巻
く
冷
戦
、
劣
等
意
識
の
内
実
と
そ
れ
を
前
景
化
す

る
手
法
の
問
題
点
を
論
じ
て
き
た
。
以
上
を
踏
ま
え
、
同
時
代
の
渡
米
者
と

比
較
し
つ
つ
、
そ
の
後
の
展
開
に
お
け
る
留
学
の
影
響
を
跡
づ
け
て
い
く
。

安
岡
の
後
に
財
団
フ
ェ
ロ
ー
で
留
学
し
た
江
藤
淳
は
、
そ
の
記
録
『
ア
メ

リ
カ
と
私
』（
一
九
六
五
・
一
、
朝
日
新
聞
社
）
を
「
適
者
生
存
」
と
題
し

た
章
で
書
き
起
こ
し
て
い
る
。
江
藤
の
留
学
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
適

者
生
存
」
の
論
理
に
則
り
、
そ
の
「
適
者
」
と
な
る
た
め
の
「
挑
戦
」（
同

前
）
で
あ
っ
た
。
渡
米
直
後
、
体
調
を
崩
し
た
妻
の
医
療
費
を
財
団
に
請
求

し
た
り
、
給
費
増
額
を
願
い
出
た
り
し
た
の
は
、
ま
さ
し
く
そ
れ
が
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
「
適
者
」
の
振
る
舞
い
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
妻
の
誕
生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
奔
走
す
る
挿
話

冷
戦
・
劣
等
意
識
・
人
種
差
別

九



な
ど
、
そ
の
「
挑
戦
」
は
い
さ
さ
か
過
剰
で
、
滑
稽
に
さ
え
見
え
る
。
江
藤

は
留
学
を
振
り
返
り
、
当
時
「
ア
メ
リ
カ
と
い
う
外
国
に
対
し
て
あ
る
焦
立

た
し
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
」（「
ア
メ
リ
カ
で
旅
行
者
が
見
る

も
の
」『
江
藤
淳
著
作
集

続
４
』
一
九
七
三
・
二
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
へ
の
過
敏
さ
は
「
戦
争
を
し
て
負
け
た
」

（
同
前
）
経
験
が
あ
る
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。
江
藤
は
被
占
領
体
験
に
も
触

れ
て
い
る
が
、
江
藤
に
も
ま
た
ア
メ
リ
カ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
抜
き
難
く

存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
鬱
屈
と
し
て
過
ご
し
た
安
岡
と
、

「
適
者
」
た
ろ
う
と
し
た
江
藤
。
一
見
対
照
的
に
見
え
る
両
者
の
根
に
あ
る

も
の
は
実
は
同
じ
だ
と
言
え
る
。

も
っ
と
も
、
坪
内
祐
三
「
ア
メ
リ
カ
と
「
寝
た
」
と
江
藤
淳
は
言
う
」

（『
ア
メ
リ
カ

村
上
春
樹
と
江
藤
淳
の
帰
還
』
二
〇
〇
七
・
一
二
、
扶
桑

社
）
は
、
安
岡
と
江
藤
と
で
は
ア
メ
リ
カ
と
の
向
き
合
い
方
が
根
本
的
に
異

な
る
と
し
て
い
る
。
坪
内
に
よ
れ
ば
、
安
岡
は
ア
メ
リ
カ
と
「
そ
こ
ま
で
深

い
関
係
を
も
た
な
く
て
す
む
か
ら
お
道
化
て
い
る
」。
し
た
が
っ
て
安
岡
に

真
の
劣
等
意
識
は
な
い
、
ポ
ー
ズ
だ
と
す
る
。
一
方
、
江
藤
は
ア
メ
リ
カ
に

「
コ
ミ
ッ
ト
」（
同
前
）
し
て
い
る
。
坪
内
の
文
章
を
読
む
限
り
、
そ
れ
は
敗

戦
時
の
年
齢
に
起
因
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
（
安
岡
は
二
五

歳
、
江
藤
は
一
二
歳
）。
世
代
論
で
は
語
り
尽
く
せ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

確
か
に
表
面
的
に
見
れ
ば
、
安
岡
と
江
藤
で
は
ア
メ
リ
カ
へ
の
関
係
の
仕
方

は
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
留
学
後
に
ま
で
視
点
を
広
げ
れ
ば
、
後

年
の
江
藤
が
見
せ
た
激
烈
な
反
米
感
情
は
安
岡
に
は
見
出
せ
な
い
。
し
か

し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
安
岡
が
ア
メ
リ
カ
と
関
係
を
持
た
な
か
っ
た
、
劣
等

意
識
は
ポ
ー
ズ
で
あ
っ
た
と
す
る
の
は
あ
ま
り
に
極
端
で
あ
る
。
安
岡
の
方

法
を
相
対
化
す
る
必
要
性
は
あ
る
。
た
だ
、
誇
張
が
あ
る
に
し
ろ
、
彼
の
ア

メ
リ
カ
（
人
）
に
対
す
る
劣
等
意
識
は
否
定
で
き
な
い
。
後
述
の
よ
う
に
、

留
学
後
の
展
開
を
準
備
し
た
の
は
そ
の
劣
等
意
識
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
、
留
学
か
ら
八
年
後
に
ア
メ
リ
カ

を
再
訪
し
て
『
ア
メ
リ
カ
夏
象
冬
記
』（
一
九
六
九
・
一
二
、
中
央
公
論
社
）

を
発
表
し
た
。『
ア
メ
リ
カ
人
の
血
と
気
質
』（
一
九
七
六
・
九
、
集
英
社
）

な
ど
か
ら
も
、
継
続
的
な
ア
メ
リ
カ
へ
の
関
心
が
窺
え
る
。
そ
の
深
浅
は
何

を
基
準
に
測
る
か
に
よ
る
が
、
安
岡
な
り
の
仕
方
で
ア
メ
リ
カ
に
「
コ
ミ
ッ

ト
」
し
た
の
だ
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

リ
ー
ビ
英
雄
は
安
岡
と
の
対
談
「
喪
失
を
書
く
文
学
」（『
群
像
』
一
九
九

三
・
六
）
で
、
安
岡
と
同
時
代
の
渡
米
者
を
比
較
す
る
際
の
重
要
な
観
点
を

述
べ
て
い
る
。
リ
ー
ビ
曰
く
、
当
時
の
渡
米
者
は
「
日
本
に
は
人
種
差
別
は

な
い
、
あ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
問
題
だ
と
い
い
張
っ
て
い
た
」。
一
方
安
岡
は
、

日
本
の
部
落
差
別
に
言
及
し
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
と
の
「
比
較
の
視
点
を
必

ず
持
と
う
と
し
た
」
と
評
価
し
て
い
る
。

留
学
記
で
部
落
差
別
へ
の
言
及
が
多
く
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
存
在

を
注
記
し
た
程
度
で
あ
る
。
そ
の
程
度
な
ら
ば
、
火
野
『
ア
メ
リ
カ
探
検

記
』（
前
掲
）
や
河
村
『
黒
人
大
学
留
学
記
』（
前
掲
）
な
ど
に
も
確
認
で
き

る
。
し
か
し
留
学
後
の
展
開
ま
で
見
据
え
た
と
き
、
例
え
ば
『
差
別

そ
の

根
源
を
問
う
』（
野
間
宏
と
の
共
編
、
上
下
巻
、
一
九
七
七
・
七
、
同
・
一

一
、
朝
日
新
聞
社
）
に
代
表
さ
れ
る
積
極
的
な
部
落
差
別
問
題
へ
の
言
動
を

（

）

展
開
し
て
い
っ
た
点
は
一
つ
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
。

一
〇



『
差
別

そ
の
根
源
を
問
う
』
は
、
一
九
六
三
年
の
狭
山
事
件
と
そ
の
裁

判
に
抜
き
難
く
潜
む
部
落
差
別
を
テ
ー
マ
に
編
ま
れ
た
座
談
会
集
で
あ
る
。

同
書
に
は
、
安
岡
が
部
落
差
別
に
関
心
を
抱
い
た
理
由
を
述
べ
た
箇
所
が
散

見
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、「
近
代
社
会
が
拡
大
し
た
差
別
」（
安
岡
・

野
間
・
高
取
正
男
、
下
巻
所
収
）
で
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

ぼ
く
自
身
が
部
落
問
題
に
関
心
を
持
っ
た
直
接
の
原
因
は
、
ア
メ
リ
カ

で
日
本
人
が
差
別
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
ね
。
そ
れ
と
、
ぼ

く
自
身
は
白
人
に
会
っ
た
後
で
黒
人
に
会
う
と
安
心
す
る
。
安
心
す
る

理
由
は
何
も
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
。
こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
ぼ
く
が
黒
人

に
対
す
る
差
別
感
を
持
っ
て
る
か
ら
で
、
ぼ
く
は
そ
の
と
き
自
分
の
内

心
で
非
常
に
恥
じ
た
。
た
だ
そ
う
は
言
っ
て
も
、
何
と
か
し
て
差
別
感

を
取
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
の
は
、
日
本
人
つ
ま
り
日
本

語
の
通
じ
る
人
た
ち
全
部
が
差
別
さ
れ
て
る
か
ら
で
す
ね
。

こ
こ
で
は
二
つ
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
日
本
人
が
ア
メ

リ
カ
で
差
別
を
受
け
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
留
学
記
で
は
〈
黄
色
人
種
〉
と

さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
箇
所
は
、「
日
本
人
つ
ま
り
日
本
語
の
通
じ
る
人
」

と
さ
れ
て
い
る
。「
何
と
か
し
て
差
別
感
を
取
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い

と
い
う
の
は
、
日
本
人
つ
ま
り
日
本
語
の
通
じ
る
人
た
ち
全
部
が
差
別
さ
れ

て
る
か
ら
」
と
い
う
箇
所
か
ら
、
安
岡
に
と
っ
て
こ
の
理
由
が
重
要
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。
こ
こ
に
は
自
身
の
被
差
別
意
識
も
含
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ

う
。
安
岡
の
劣
等
意
識
を
ポ
ー
ズ
と
一
蹴
で
き
な
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ

る
。
そ
し
て
い
ま
一
つ
は
、
自
身
が
黒
人
を
差
別
し
た
経
験
で
あ
る
。『
ア

メ
リ
カ
』
に
も
、〈
黒
人
に
対
す
る
優
越
心
〉
を
感
じ
、
そ
れ
を
〈
恥
ず
べ

き
〉
も
の
と
述
べ
た
箇
所
が
あ
っ
た
。
部
落
差
別
へ
の
言
動
に
繋
が
っ
た
と

い
う
点
か
ら
言
え
ば
、
公
民
権
運
動
な
ど
歴
史
的
瞬
間
に
立
ち
会
っ
た
こ
と

以
上
に
、
留
学
中
の
差
別
さ
れ
た
／
し
た
経
験
こ
そ
が
安
岡
に
と
っ
て
重
要

で
あ
っ
た
の
だ
。

リ
ー
ビ
が
挙
げ
た
比
較
の
視
点
は
人
種
差
別
以
外
の
観
察
で
も
発
揮
さ
れ

て
い
る
。
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
示
し
た
ア
メ
リ
カ
南
部
│
日
本
に
お
け
る
�
敗

戦
�
と
い
う
共
通
項
の
観
察
で
あ
る
。
一
九
六
一
年
は
南
北
戦
争
開
戦
か
ら

一
〇
〇
年
に
あ
た
る
年
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
南
部
の
人
々
が
戦
争
と
言
う

と
き
、
そ
れ
は
第
二
次
世
界
大
戦
で
も
対
日
戦
争
で
も
な
く
、
南
北
戦
争
を

指
す
共
通
認
識
が
あ
る
情
況
を
安
岡
は
目
に
し
た
。
安
岡
は
、「�
戦
後
�
が

そ
う
簡
単
に
終
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
何
よ
り
も
明
瞭
に
教
え
て
く
れ

た
の
は
、
こ
の
ナ
ッ
シ
ュ
ヴ
ィ
ル
と
い
う
土
地
や
、
そ
こ
に
親
代
々
暮
ら
し

て
き
た
人
た
ち
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」（『
僕
の
昭
和
史
Ⅲ
』
前
掲
）
と
振

り
返
っ
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
北
部
と
比
較
し
て
少
数
で
は
あ
る
が
、

南
部
を
拠
点
に
留
学
し
た
り
、
一
時
的
に
滞
在
し
た
り
し
た
日
本
人
は
存
在

し
た
。
し
か
し
彼
ら
の
関
心
は
専
ら
人
種
差
別
に
あ
っ
た
。
安
岡
も
ま
た
人

種
差
別
に
関
心
を
注
い
だ
が
、
一
方
に
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
言
葉
が
頭
に
あ
っ

た
の
か
、
南
部
と
日
本
の
�
敗
戦
�、
そ
し
て
「
戦
後
」
を
重
ね
合
わ
せ
、

観
察
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

安
岡
が
渡
米
し
た
一
九
六
〇
年
前
後
の
日
本
は
、「
も
は
や
「
戦
後
」
で

は
な
い
」
と
の
言
葉
が
流
行
し
て
数
年
が
経
過
し
、
高
度
経
済
成
長
へ
突
き

冷
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進
も
う
と
し
て
い
た
。
安
岡
も
ま
た
、
当
時
は
「
何
年
か
前
か
ら
、
も
う

�
戦
後
�
は
終
っ
た
と
思
い
は
じ
め
て
い
た
」（『
僕
の
昭
和
史
Ⅲ
』
前
掲
）

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
留
学
で
「
戦
後
」
が
容
易
に
終
わ
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
を
知
っ
た
安
岡
は
、
長
い
時
間
を
か
け
て
『
幕
が
下
り
て
か
ら
』

（
一
九
六
七
・
六
、
講
談
社
）、『
月
は
東
に
』（
一
九
七
二
・
一
、
新
潮
社
）

を
創
作
し
た
。
両
作
は
留
学
以
後
の
代
表
作
で
あ
り
、「
昭
和
三
六
年
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
帰
っ
た
直
後
」（「
後
書
」『
安
岡
章
太
郎
集
７
』
一
九
八
八
・

四
、
岩
波
書
店
）
に
構
想
が
開
始
さ
れ
た
。
と
も
に
、
敗
戦
後
間
も
な
い
頃

の
先
輩
夫
人
と
の
不
倫
が
、
現
在
時
に
お
い
て
再
燃
す
る
と
い
う
筋
を
有
し

て
お
り
、
そ
の
現
在
時
は
「
も
は
や
「
戦
後
」
で
は
な
い
」
と
の
認
識
が
広

ま
り
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
設
定
さ
れ
て
い
る
（『
幕
が
下
り
て
か
ら
』
は
一

九
五
七
年
前
後
、『
月
は
東
に
』
は
一
九
六
〇
年
前
後
）。
す
な
わ
ち
、
主
人

公
に
と
っ
て
「
戦
後
」
を
象
徴
す
る
出
来
事
が
、「
戦
後
」
は
終
わ
っ
た
と

さ
れ
た
時
期
に
繰
り
返
さ
れ
る
筋
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
平
野
謙
「
文

芸
時
評
」（『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
七
・
二
・
二
二
）
は
『
幕
が
下
り
て
か

ら
』
に
つ
い
て
、「「
幕
が
下
り
て
か
ら
、
芝
居
は
は
じ
ま
る
」
と
い
う
と
こ

ろ
に
、
こ
の
長
編
の
趣
旨
は
存
す
る
」
と
指
摘
し
た
。「
戦
後
」
の
幕
が
下

り
て
か
ら
は
じ
ま
る
「
戦
後
」、
容
易
に
終
わ
ら
な
い
「
戦
後
」
を
描
い
た

の
が
、
留
学
以
後
を
代
表
す
る
こ
れ
ら
の
二
作
な
の
で
あ
る
。
詳
細
な
分
析

は
他
日
を
期
す
が
、
南
部
で
の
実
見
が
両
作
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
以

上
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

留
学
後
の
安
岡
の
言
動
が
ア
メ
リ
カ
を
利
す
る
も
の
と
な
っ
た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
。
安
岡
が
日
本
の
部
落
差
別
を
指
摘
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
自
体

は
正
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
う
し
た
内
在
批
判
は
、
人
種
差
別
は
ア
メ

リ
カ
の
�
恥
部
�
で
あ
る
と
い
う
当
時
の
認
識
を
訂
正
し
、
ア
メ
リ
カ
に
都

合
よ
く
作
用
し
た
と
も
言
え
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
対
日
文
化

政
策
に
お
い
て
安
岡
は
確
か
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
一
方
で
安
岡
は
│
│
恐
ら
く
安
岡
に
限
ら
な
い
が
│
│
主
体
的
に
ア

メ
リ
カ
を
観
察
し
、
後
の
文
学
的
展
開
の
肥
や
し
と
し
て
い
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
へ
の
継
続
的
な
関
心
、
部
落
差
別
へ
の
発
言
、
そ
し
て
「
戦
後
」
の
再
検

討
と
い
っ
た
事
柄
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
体
験
を
基
に
し
た
、
留
学
以
後
の
主

要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
文
化
政
策
の
操
作
対
象
と
し
て
機
能
し
た
一
方
、
自

身
の
関
心
か
ら
ア
メ
リ
カ
を
観
察
し
、
留
学
以
後
の
文
学
的
展
開
に
役
立
て

て
も
い
っ
た
の
で
あ
る
。

注（
�
）
フ
ェ
ロ
ー
を
受
け
た
の
は
福
田
恆
存
（
一
九
五
三
・
九
）、
大
岡
昇

平
（
同
・
一
〇
）、
石
井
桃
子
（
一
九
五
四
・
八
）、
中
村
光
夫
（
一

九
五
五
・
六
）、
阿
川
弘
之
（
同
・
一
一
）、
小
島
信
夫
（
一
九
五
七

・
四
）、
庄
野
潤
三
（
同
・
八
）、
有
吉
佐
和
子
（
一
九
五
九
・
一

一
）、
安
岡
、
江
藤
淳
（
一
九
六
二
・
八
）
の
計
一
〇
名
。

（
�
）
ナ
ッ
シ
ュ
ヴ
ィ
ル
以
外
に
は
〈
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
メ
ン
フ
ィ
ス
、

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ヤ
ン
ズ
、
ア
イ
オ
ワ
・
シ
テ
ィ
ー
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
、
ハ
ワ
イ
等
に
二
、
三
日
か
ら
十
日
間
程
度
滞
在
し
た
だ
け
〉

（『
ア
メ
リ
カ
感
情
旅
行
』
一
九
六
二
・
二
、
岩
波
書
店
）
と
あ
る
。

後
述
す
る
財
団
資
料
の
記
録
と
の
相
違
は
な
い
。

一
二



（
�
）『
ア
メ
リ
カ
』
は
「
私
の
ア
メ
リ
カ
紀
行
」（『
世
界
』
一
九
六
一
・

九
〜
六
二
・
二
）
を
基
に
執
筆
さ
れ
た
。
Ⅳ
章
ま
で
が
『
世
界
』
に

発
表
さ
れ
た
箇
所
で
あ
る
。
後
続
の
章
は
書
き
下
ろ
し
。

（
�
）
本
稿
に
お
け
る
財
団
資
料
か
ら
の
引
用
は
拙
訳
に
よ
る
。
資
料
は

財
団
ア
ー
カ
イ
ヴ
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://rockarch.
org

）
か
ら
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
�
）
ソ
連
作
家
同
盟
の
招
待
を
受
け
、
佐
々
木
基
一
・
小
林
秀
雄
・
安

岡
の
三
名
で
一
九
六
三
年
七
月
か
ら
九
月
半
ば
ま
で
滞
在
し
た
。

（
�
）
佐
々
木
豊
「
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
と
太
平
洋
問
題
調
査
会
」

（『
ア
メ
リ
カ
研
究
』
二
〇
〇
三
・
三
）、
松
田
武
『
戦
後
日
本
に
お

け
る
ア
メ
リ
カ
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
』（
二
〇
〇
八
・
一
〇
、
岩
波
書

店
）
な
ど
も
参
照
。

（
�
）
後
述
す
る
河
村
望
『
黒
人
大
学
留
学
記
』（
一
九
六
三
・
七
、
弘
文

堂
）
は
、「
ア
メ
リ
カ
行
き
が
決
ま
っ
た
か
ら
、
も
う
安
保
の
デ
モ

に
い
く
の
を
や
め
た
」
と
知
人
が
述
べ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
こ
で
も
渡
米
と
安
保
が
結
び
付
け
て
語
ら
れ
て
い
る
。

（
�
）
動
機
の
一
つ
と
し
て
人
種
差
別
へ
の
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
は
『
ア

メ
リ
カ
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
安
岡
が
財
団

に
提
出
し
たPERSO

N
AL
H
ISTO

RY
AN
D
APPRIC

ATIO
N
60.

8.17

に
は
、「
ア
メ
リ
カ
南
部
に
お
け
る
家
族
制
度
に
つ
い
て
研
究

し
た
い
」
と
あ
る
。『
ア
メ
リ
カ
』
で
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な

い
が
、「
大
同
小
異
」（
前
掲
）
に
は
「
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
が
、
そ
の

個
人
主
義
と
肉
親
愛
と
を
ど
ん
な
ふ
う
に
処
理
し
、
あ
る
い
は
結
び

つ
け
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
僕
の
最
大
関
心
事
の
一
つ
だ
っ

た
」
と
あ
る
。
留
学
の
前
年
、
そ
れ
ま
で
の
小
説
の
集
大
成
と
も
言

え
る
『
海
辺
の
光
景
』（
一
九
五
九
・
一
二
、
講
談
社
）
を
発
表
し

て
い
た
安
岡
に
と
っ
て
当
然
の
関
心
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

（
�
）
し
か
し
同
日
記
に
は
、
フ
ァ
ー
ズ
も
坂
西
も
そ
れ
を
「
良
い
ア
イ

デ
ィ
ア
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
あ
る
。
フ
ァ
ー
ズ
ら
は
テ
ネ
シ

ー
州
ス
ワ
ニ
ー
の
サ
ウ
ス
大
学
を
候
補
に
挙
げ
、
受
入
依
頼
も
出
し

て
い
る
。
し
か
し
、
大
学
近
辺
の
交
通
網
が
未
発
達
で
、
ア
ジ
ア
系

留
学
生
も
お
ら
ず
安
岡
が
孤
独
を
感
じ
る
可
能
性
を
懸
念
さ
れ
、
断

ら
れ
て
い
る
（The

Sew
anee

Review
60.5.6

）。

（

）
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
訪
日
の
際
、「
日
本
の
若
者
た
ち
へ
」
と
い
う
フ
ォ

ー
ク
ナ
ー
の
文
章
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
東
京
で
配
布
さ
れ

た
。
同
文
は
、
南
北
戦
争
に
お
け
る
南
部
の
敗
戦
体
験
を
枕
に
、

「
南
部
出
身
の
ア
メ
リ
カ
人
な
ら
、
も
う
執
着
す
る
も
の
も
信
じ
る

も
の
も
失
い
、
未
来
は
若
者
た
ち
に
絶
望
以
外
の
何
も
提
供
し
な
い

と
い
う
、
今
日
の
日
本
の
若
者
た
ち
の
感
情
を
少
な
く
と
も
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
」（『
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
全
集

』
大
橋
健
三
郎
ほ
か

訳
、
一
九
九
五
・
一
〇
、
冨
山
房
）
と
説
い
て
い
る
。

（

）
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
か
ら
の
影
響
に
関
し
て
は
金
「
戦
後
日
本
の
文
学

空
間
に
お
け
る
「
ア
メ
リ
カ
」」（
前
掲
）
に
も
言
及
が
あ
る
。
し
か

し
、
金
は
「
安
岡
の
南
部
へ
の
関
心
が
本
質
的
な
深
さ
を
持
っ
て
い

た
と
は
思
え
な
い
」
と
し
て
い
る
。
本
稿
四
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、

留
学
が
後
の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
か
ら
、
決
し
て
そ

冷
戦
・
劣
等
意
識
・
人
種
差
別

一
三



う
と
は
言
い
切
れ
な
い
部
分
が
あ
る
と
考
え
る
。

（

）
創
作
で
も
、
例
え
ば
「
陰
気
な
愉
し
み
」（『
新
潮
』
一
九
五
三
・

四
）
で
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
家
族
連
れ
を
見
つ
け
、
大
人
が
背
を
向

け
た
隙
に
子
ど
も
を
睨
ん
で
「
み
る
み
る
金
色
の
マ
ツ
毛
の
間
か
ら

眼
球
を
ぶ
よ
ぶ
よ
と
う
る
ま
せ
る
」
の
を
愉
し
む
傷
痍
軍
人
の

「
私
」
の
姿
が
描
か
れ
て
い
た
。
杉
本
和
弘
「
安
岡
章
太
郎
の
ア
メ

リ
カ
」（『
名
古
屋
近
代
文
学
研
究
』
一
九
九
八
・
一
二
）
が
述
べ
る

よ
う
に
、
そ
う
し
た
「
私
」
に
「
支
配
者
、
優
越
者
と
し
て
の
ア
メ

リ
カ
へ
の
、
貧
者
と
し
て
の
、
ま
た
「
日
本
人
」
と
し
て
の
劣
等
感

や
屈
辱
感
に
由
来
す
る
よ
う
な
、
漠
然
と
し
た
敵
意
」
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
な
お
杉
本
は
、「
ガ
ラ
ス
の
靴
」（『
三
田
文
学
』

一
九
五
一
・
六
）・「
勲
章
」（『
別
冊
文
藝
春
秋
』
一
九
五
三
・
八
）

・「
科
学
的
人
間
」（『
別
冊
文
藝
春
秋
』
一
九
五
四
・
一
二
）・「
サ

ア
ヴ
ィ
ス
大
隊
要
員
」（『
新
潮
』
一
九
五
四
・
二
）
に
も
敗
戦
国
民

と
し
て
の
心
情
が
指
摘
で
き
る
と
し
て
い
る
。

（

）
金
「
戦
後
日
本
の
文
学
空
間
に
お
け
る
「
ア
メ
リ
カ
」」（
前
掲
）

も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
安
岡
の
英
語
運
用
能
力
は
財
団
か
ら
も

懸
念
さ
れ
て
い
た
。
一
例
と
し
て
、
留
学
開
始
か
ら
約
一
ヶ
月
後
、

生
活
上
の
不
便
な
ど
を
聴
取
す
る
た
め
に
財
団
が
お
こ
な
っ
た
イ
ン

タ
ヴ
ュ
ー
の
記
録IN
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S
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に
、
英
語
を
勉
強
す

る
よ
う
フ
ァ
ー
ズ
が
安
岡
を
諭
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（

）『
ア
メ
リ
カ
』
で
は
ジ
ム
と
さ
れ
る
こ
の
人
物
が
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ロ

ー
ソ
ン
で
あ
る
こ
と
は
、
金
岡
「
決
意
の
旅
」（
前
掲
）
が
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
彼
は
イ
ン
ド
で
宣
教
師
を
務
め
な
が
ら
ガ
ン
デ
ィ
ー

の
思
想
に
学
び
、
帰
国
後
は
ナ
ッ
シ
ュ
ヴ
ィ
ル
を
中
心
と
し
て
学
生

ら
に
「
非
暴
力
」
に
よ
る
抵
抗
運
動
を
説
い
た
。
し
か
し
、
差
別
抵

抗
運
動
を
指
揮
し
た
と
し
て
一
九
六
〇
年
冬
に
退
学
さ
せ
ら
れ
て
い

る
。
以
上
の
経
歴
はThe

N
ew
York

Tim
es

二
〇
〇
六
年
一
〇
月

四
日
の
記
事
に
拠
っ
て
い
る
が
、
同
記
事
に
は
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト

大
学
が
謝
罪
し
、
客
員
教
授
と
し
て
ロ
ー
ソ
ン
を
迎
え
た
と
あ
る
。

（

）「
南
部
の
ア
テ
ネ
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
六
三
・
三
・
一

七
）
で
は
「
私
自
身
も
�
色
つ
き
�
人
種
の
人
間
と
し
て
何
と
な
く

肩
身
の
せ
ま
い
感
じ
で
あ
っ
た
」
と
、「
私
と
黒
人
問
題
」（『
月
刊

社
会
党
』
一
九
六
二
・
一
二
）
で
は
「
と
に
か
く
常
住
不
断
、
自
分

の
肌
の
色
を
意
識
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
だ
け
で
も

ヤ
リ
キ
レ
な
い
」
と
、
留
学
中
の
被
差
別
意
識
を
記
し
て
い
る
。

（

）
小
松
川
事
件
は
、
当
時
小
松
川
定
時
制
高
校
一
年
で
あ
っ
た
李
珍

宇
が
殺
人
の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
を
報
道

す
る
記
事
や
、
李
の
生
育
背
景
に
ま
つ
わ
る
在
日
朝
鮮
人
差
別
を
述

べ
た
文
献
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
本
稿
で
は
徐
京
植
「
怪
物
の

影
」（
岩
崎
稔
ほ
か
編
『
継
続
す
る
植
民
地
主
義
』
二
〇
〇
五
・
二
、

青
弓
社
）
を
参
照
し
た
。
安
岡
は
、
座
談
会
「
屈
辱
体
験
か
ら
み
た

差
別
」（
野
間
宏
・
大
岡
昇
平
・
安
岡
、『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九

七
七
・
一
・
二
八
）
に
て
、
小
松
川
事
件
に
は
さ
し
た
る
関
心
を
持

た
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
朝
鮮
人
の
問
題
だ
か
ら
」

で
あ
り
、
一
方
狭
山
事
件
と
そ
の
裁
判
は
、
部
落
差
別
の
問
題
で
も

一
四



あ
る
点
で
「
自
分
自
身
に
か
か
わ
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
か
ら

興
味
を
抱
い
た
と
い
う
。
安
岡
が
朝
鮮
人
差
別
の
存
在
を
知
ら
な
い

わ
け
で
は
な
く
、
差
別
し
て
い
る
自
覚
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
加

害
責
任
認
識
の
希
薄
さ
は
問
題
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（

）
軍
隊
で
胸
を
患
っ
た
安
岡
は
大
阪
陸
軍
病
院
に
い
た
時
期
が
あ
る

が
、
そ
こ
で
国
本
イ
ン
ト
ン
と
い
う
在
日
朝
鮮
人
兵
士
に
出
会
っ
て

い
る
。
国
本
は
胃
潰
瘍
で
あ
っ
た
た
め
、
少
量
の
粥
し
か
与
え
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。
耐
え
か
ね
て
残
飯
漁
り
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

そ
の
暴
食
が
「
わ
ざ
と
体
を
こ
わ
し
て
兵
役
を
忌
避
す
る
た
め
」
だ

と
周
囲
に
解
さ
れ
、「
彼
が
朝
鮮
人
で
あ
る
こ
と
」
と
結
び
つ
け
て

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（『
僕
の
昭
和
史
Ⅰ
』
一
九
八

四
・
七
、
講
談
社
）。
安
岡
は
国
本
に
焦
点
を
当
て
て
「
餓
」（『
聲
』

一
九
六
〇
・
四
）
と
い
う
小
説
を
発
表
し
て
も
い
る
。

（

）
財
団
フ
ェ
ロ
ー
を
受
け
た
作
家
の
創
作
で
は
、
阿
川
弘
之
『
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ヤ
』（
一
九
五
九
・
一
一
、
新
潮
社
）、
小
島
信
夫
『
異
教

の
道
化
師
』（
一
九
七
〇
・
一
一
、
三
笠
書
房
）、
有
吉
佐
和
子
『
非

色
』（
一
九
六
四
・
八
、
中
央
公
論
社
）・『
ぷ
え
る
と
り
こ
日
記
』

（
一
九
六
四
・
一
二
、
文
芸
春
秋
社
）
な
ど
が
留
学
体
験
を
基
に
人

種
差
別
を
描
い
て
い
る
。
一
方
安
岡
は
「
裏
庭
」（『
群
像
』
一
九
六

一
・
一
〇
）
で
日
系
人
差
別
も
描
い
た
が
、「
ブ
リ
ス
ト
ヴ
ィ
ル
の

午
後
」（『
文
芸
』
一
九
六
九
・
八
）
の
よ
う
な
部
落
差
別
を
主
題
と

し
た
創
作
に
も
接
続
し
た
。
同
作
は
戯
曲
で
あ
る
が
、
芥
川
比
呂
志

「
安
岡
さ
ん
と
一
幕
物
」（『
安
岡
章
太
郎
全
集
Ⅰ

月
報
』
一
九
七

一
・
一
、
講
談
社
）
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
二
人
の
男
が
「
白
人

と
黒
人
と
黄
色
人
種
と
の
間
の
差
別
の
問
題
を
話
し
合
っ
て
い
る
う

ち
に
、
不
意
に
話
が
、
日
本
の
い
わ
ゆ
る
部
落
の
問
題
に
、
燃
え
う

つ
る
」
と
い
う
筋
で
あ
る
。
芥
川
は
同
作
の
上
演
に
携
わ
っ
た
。

附
記『

ア
メ
リ
カ
』
か
ら
の
引
用
は
岩
波
新
書
版
に
拠
っ
た
。
そ
の
他
の
安

岡
文
献
、
参
考
文
献
は
す
べ
て
初
出
に
拠
っ
て
い
る
。『
ア
メ
リ
カ
』
か

ら
の
引
用
は
〈
〉、
そ
の
他
の
引
用
は
「
」
で
括
っ
た
。
傍
点
・
ル
ビ

・
文
献
副
題
は
適
宜
省
略
し
、
引
用
中
の
〔
〕
は
稿
者
に
よ
る
注
を
示

す
こ
と
と
し
た
。

（
あ
ん
ど
う
・
よ
う
へ
い

本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）

冷
戦
・
劣
等
意
識
・
人
種
差
別

一
五


